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九
月
七
日
の
本
会
議
に
上
程
さ

れ
た
平
成
一
六
年
度
町
田
市
一
般

会
計
・
各
特
別
会
計
決
算
は
、
九

月
一
六
日
に
設
置
し
た
一
〇
人
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
一
〇
月
一
二
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お

り
意
見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

議
会
の
意
見�

（
要
約
）

　

平
成
一
六
年
度
（
二
○
○
四
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
二
、
○

九
一
億
九
、
二
二
一
万
二
千
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
二
、
○
五
九
億

五
、
五
一
一
万
八
千
円
で
あ
る
。

　

形
式
収
支
で
は
三
二
億
三
、
七

○
九
万
四
千
円
の
黒
字
と
な
り
、

実
質
収
支
は
三
一
億
七
二
七
万
五

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
前
年
度
比
で
見
る
と
、
歳
入

六
七
億
六
、
三
四
八
万
三
千
円
、

歳
出
六
九
億
六
、
四
五
四
万
円
、

い
ず
れ
も
増
加
し
た
が
、
歳
入
歳

出
差
引
額
は
二
億
一
○
五
万
七
千

円
減
少
し
て
い
る
。

　

一
般
会
計
で
見
る
と
、
歳
入
は

一
、
一
六
五
億
八
、
七
八
七
万
七

千
円
で
前
年
度
に
比
べ
二
七
億
三
、

八
五
二
万
七
千
円
増
加
し
た
。　

　

歳
出
は
、
一
、
一
四
五
億
四
二

六
万
九
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
三

○
億
三
、
八
三
一
万
七
千
円
増
加

し
た
。
執
行
状
況
は
、
当
初
予
算

額
、
予
算
現
額
、
支
出
済
額
に
つ

い
て
は
前
年
度
を
上
回
っ
た
が
、

本
年
度
は
、
減
税
補
て
ん
債
六
○

億
円
の
満
期
一
括
償
還
に
伴
う
借

り
換
え
を
行
っ
た
た
め
、
そ
の
金

額
を
差
し
引
く
と
い
ず
れ
も
前
年

度
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
出
に
お
け
る
執
行
率

は
、
九
八
・
○
％
と
前
年
度
と
比

べ
○
・
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
不

用
額
も
二
億
二
九
三
万
九
千
円
、

八
・
四
％
減
少
し
た
。

　

特
別
会
計
に
あ
っ
て
は
、
歳
入

総
額
九
二
六
億
四
三
三
万
五
千
円
、

歳
出
総
額
九
一
四
億
五
、
○
八
四

万
八
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

度
に
比
べ
歳
入
が
四
○
億
二
、
四

九
五
万
七
千
円
、
歳
出
が
三
九
億

二
、
六
二
二
万
二
千
円
増
加
し
た
。

　

繰
出
金
は
、
一
般
会
計
か
ら
特

別
会
計
へ
一
三
一
億
七
、
○
二
八

万
一
千
円
繰
り
出
さ
れ
て
お
り
、

と
り
わ
け
赤
字
補
て
ん
財
源
繰
出

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
二
五
億
三
、
六
五
七
万
四
千
円
、

下
水
道
事
業
会
計
三
億
六
、
九
一

二
万
九
千
円
、
駐
車
場
事
業
会
計

七
、
九
○
○
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
別
会
計
の
純
計
決
算
歳
入
歳

出
差
引
額
は
、
受
託
水
道
事
業
会

計
を
除
き
全
て
赤
字
で
あ
り
、
相

変
わ
ら
ず
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
保
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
税

の
徴
収
率
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
比
べ
総
計
で
は
○
・
六
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
九
四
・
六
％
と
な
っ

た
。
今
後
と
も
徴
収
強
化
体
制
を

維
持
し
、
収
納
率
の
向
上
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

　

市
税
に
お
け
る
不
納
欠
損
額
は

五
億
二
、
三
六
一
万
六
千
円
で
前

年
度
に
比
べ
四
、
二
三
六
万
九
千

円
増
加
し
た
。
一
方
、
収
入
未
済

額
は
三
○
億
四
、
○
二
一
万
六
千

円
で
前
年
度
に
比
べ
四
億
六
、
九

五
五
万
円
減
少
し
た
。
し
か
し
、

貴
重
な
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、

不
納
欠
損
に
至
る
ま
で
に
何
ら
か

の
対
応
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、
↑

　

熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

バ
ス
便
が
な
く
、
通
学
距

離
の
長
い
中
学
生
に
自
転
車
通
学

を
認
め
て
は
？

　

教
育
長　

自
転
車
通
学
は
、
交

通
事
故
防
止
の
見
地
、
生
活
指
導

の
面
と
か
あ
り
、
従
来
か
ら
原
則

認
め
な
い
方
向
で
す
。

　

�　

鎌
倉
街
道
が
拡
幅
さ
れ
、

交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
が
、
沿

道
住
民
へ
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
？

　

市
長　

重
要
な
幹
線
道
路
で
す

問問

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
そ

れ
に
よ
る
不
便
は
少
し
で
も
解
消

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
、
交

差
点
の
問
題
等
々
必
要
な
場
合
は

都
に
も
お
願
い
を
し
、
市
で
解
決

で
き
る
も
の
は
解
決
を
し
た
い
。

　

�　

福
祉
事
業
所
に
対
し
て
、

消
費
税
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
は
？

　

加
島
助
役　

指
導
や
助
言
は
法

律
上
問
題
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
福
祉
団
体
等
の
会
議
の

折
に
周
知
活
動
に
取
り
組
み
た
い
。

問

　

佐
藤
伸
一
郎（
新
世
紀
・
自
民
）

　

�　

道
路
部
分
と
宅
地
部
分
が

分
筆
さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
連
な

る
古
い
住
宅
団
地
内
の
位
置
指
定

道
路
を
路
線
と
し
て
私
道
移
管
で

き
な
い
か
。　
　

　

建
設
部
長　

道
路
と
宅
地
部
分

が
分
筆
さ
れ
て
い
な
い
と
、
道
路

位
置
指
定
も
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

ず
分
筆
を
し
て
分
け
な
け
れ
ば
移

管
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て

問問

ど
の
よ
う
な
基
準
で
指
名
選
定
す

る
の
か
。

　

加
島
助
役　

工
事
の
規
模
や
難

易
度
、
実
績
や
経
営
事
項
審
査
内

容
か
ら
適
格
性
を
判
断
し
、
競
争

性
を
十
分
確
保
で
き
る
数
の
事
業

者
を
指
名
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

�　

清
掃
工
場
内
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
の
環
境
改
善
が
で
き
な
い
か
。

　

清
掃
事
業
部
長　

安
全
性
の
面

か
ら
も
市
民
の
方
の
搬
入
に
つ
い

て
は
別
に
工
夫
を
し
、
対
応
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

問

　

渋
谷
武
己
（
新
世
紀
・
自
民
）

　

�　

現
在
無
料
で
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
に
納
め
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
先
進
市
に
な
ら
い
独
自
の
販

売
ル
ー
ト
に
切
り
替
え
財
源
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
！　

　

清
掃
事
業
部
長　

本
来
は
生
産

者
に
責
任
を
求
め
た
法
律
に
基
づ

い
た
指
定
法
人
ル
ー
ト
で
資
源
化

を
進
め
る
べ
き
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
独
自
ル
ー
ト
が

収
入
に
な
る
実
態
が
あ
り
ま
す
と
、

市
民
の
財
産
で
あ
り
、
検
討
し
な

問

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

災
害
時
、
市
民
病
院
に
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
離
発
着
の
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が

現
在
の
市
民
球
場
利
用
で
本
当
に

問
題
は
無
い
の
か
！

　

市
民
病
院
事
務
長　

災
害
地
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
活
動
を
見
て
も
、

平
場
の
方
が
災
害
時
に
は
有
効
な

の
か
な
と
。
た
だ
、
そ
の
距
離
が

実
際
の
災
害
時
に
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
研
究
の

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

　

田
中
修
一
（
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

小
学
校
給
食
の
強
化
陶
磁

器
食
器
の
導
入
が
計
画
通
り
進
め

ら
れ
て
い
る
か
。

　

教
育
長　

平
成
一
四
年
ま
で
は

計
画
ど
お
り
導
入
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

計
画
ど
お
り
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

�　

早
い
時
期
に
現
在
の
ア
ル

マ
イ
ト
食
器
か
ら
強
化
陶
磁
器
食

器
に
変
更
す
べ
く
計
画
を
作
り
な

お
す
考
え
は
。

　

市
長　

教
育
委
員
会
と
も
ど
も

問問

十
分
検
討
し
て
、
一
気
に
は
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
努
力
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

小
中
学
校
及
び
公
共
施
設

な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
状
況
及
び

今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

牧
田
助
役　

調
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
取
り
除
く
こ
と

を
中
心
に
対
応
し
た
い
。

　

教
育
長　

現
在
、
併
設
体
育
館

六
校
が
、
封
じ
込
め
を
し
て
あ
り

ま
す
が
鉄
骨
部
分
に
残
っ
て
い
ま

す
。
適
切
な
対
応
を
し
た
い
。

問

　

若
林
章
喜
（
新
世
紀
・
自
民
）

　

�　

障
が
い
者
の
就
労
に
関
し

て
規
制
緩
和
も
含
め
支
援
を
し
、

障
が
い
者
の
受
入
れ
事
業
主
に
対

し
て
も
感
謝
状
を
送
る
な
ど
の
支

援
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
？

　

市
長　

雇
用
の
関
係
に
限
ら
ず
、

市
長
の
感
謝
状
は
い
ろ
ん
な
分
野

で
積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

健
康
福
祉
部
長　

現
在
規
制
緩

和
で
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
内
の
障
が
い
が
あ
る
方

で
起
業
の
考
え
が
あ
れ
ば
相
談
を

問

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

全
小
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
望
む
。

　

教
育
長　

都
市
教
育
長
会
で
毎

年
要
望
し
て
い
ま
す
が
難
し
い
状

況
が
あ
り
ま
す
。
学
校
現
場
か
ら

も
要
望
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
か

ら
も
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
の
必
要
性
を
問
う
。

　

教
育
長　

大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
年
間

を
通
じ
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問問

　

新
井
克
尚
（
市
民
派
ク
ラ
ブ
）

　

�　

地
域
防
災
の
観
点
か
ら
、

簡
易
救
助
資
機
材
を
消
防
団
各
部

詰
所
に
配
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

加
島
助
役　

検
討
し
て
い
き
た

い
。
た
だ
、
小
学
校
の
防
災
倉
庫

の
中
に
は
四
万
円
ぐ
ら
い
の
そ
う

い
う
工
具
セ
ッ
ト
は
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、
当
面
は
そ
れ
を
お
使
い

い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

商
店
街
振
興
の
た
め
に
、

市
内
の
未
利
用
地
を
一
時
的
に
公

営
駐
車
場
に
し
て
は
い
か
が
か
。

問問

　

牧
田
助
役　

商
店
街
等
々
と
の

協
議
の
中
で
ご
要
望
が
あ
れ
ば
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

補
助
金
が
な
く
な
る
民
間

交
番
は
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
に
も
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
は
い
か
が
か
。

　

牧
田
助
役　

株
式
会
社
な
の
で

赤
字
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の

を
や
る
こ
と
は
責
任
追
及
さ
れ
る

こ
と
も
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
安
心
し
て
買
い
物
が
で

き
る
よ
う
検
討
続
行
中
で
す
。

問

　

吉
田
つ
と
む
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

来
年
の
地
方
自
治
法
改
正

に
向
け
、
人
口
四
〇
万
人
超
の
町

田
市
は
「
中
核
市
」
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。　

　

市
長　

中
核
市
移
行
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
検
討
に
入
っ
て
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
田
の
新
し
い
世
紀

を
開
拓
す
る
と
い
う
意
味
で
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

�　

区
画
整
理
事
業
の
進
展
に

よ
る
人
口
増
で
、
税
収
の
貢
献
度

問問

は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

牧
田
助
役　

投
資
し
た
か
ら
何

年
分
の
税
金
で
回
収
し
て
い
き
ま

す
と
い
う
話
は
不
穏
当
と
思
い
ま

す
の
で
、
適
正
な
評
価
で
適
正
な

税
金
を
い
た
だ
く
と
い
う
お
答
え

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

産
業
振
興
策
の
一
環
で
、

市
内
学
生
に
よ
る
特
産
物
開
発
研

究
の
支
援
事
業
を
開
始
せ
よ
。

　

牧
田
助
役　

大
学
の
先
生
な
ど

と
一
緒
に
な
っ
て
研
究
す
る
こ
と

に
対
す
る
助
成
は
考
え
た
い
。

問

私

道

移

管

の

促

進

・

指

名

競

争

入

札

遠

距

離

通

学

生

徒

に

自

転

車

通

学

を

障

が

い

者

の

就

労

を

支

援

せ

よ

！

中

核

市

移

行

に

向

け

た

展

望

を

小

学

校

給

食

に

陶

磁

器

の

食

器

を

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

財

源

化

を

求

め

る

消

防

団

・

公

営

駐

車

場

・

民

間

交

番

昨年１１月に開設した民間交番

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

近
隣
の
公
立
病
院
で
、
四

人
部
屋
の
差
額
ベ
ッ
ド
料
を
取
っ

て
い
る
の
は
市
民
病
院
だ
け
で
あ

る
。
廃
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

市
民
病
院
総
院
長　

経
営
上
や

む
を
得
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
、

本
当
な
ら
や
め
た
い
と
い
う
の
が

本
心
で
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
な
く
す
よ
う
努
力
し
た
い
。

　

�　

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
楽

器
の
修
繕
や
交
換
の
た
め
の
費
用

を
拡
充
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

問問

　

教
育
長　

こ
う
い
う
財
政
状
況

で
す
の
で
十
分
な
予
算
が
と
れ
な

い
状
況
も
あ
り
ま
す
。
楽
器
の
修

繕
費
用
を
学
校
の
中
で
弾
力
的
に

予
算
執
行
で
き
る
よ
う
に
し
、
で

き
る
範
囲
の
対
応
は
し
て
い
ま
す
。

　

�　

町
田
駅
周
辺
に
大
型
バ
イ

ク
の
駐
車
場
を
さ
ら
に
整
備
す
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

現
在
、
合
わ
せ
て

一
五
六
台
の
設
置
を
実
現
し
て
い

ま
す
。
森
野
第
一
バ
イ
ク
駐
車
場

の
拡
張
を
目
下
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

市

民

病

院

の

差

額

ベ

ッ

ド

料

廃

止

を


